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し
せ
ん
︵
至
泉
︶
の
謂
れ

　

「
あ
な
た
は
、
潤
っ
た
、
園
の
よ
う
に

水
の
絶
え
な
い
泉
の
よ
う
に
な
る
」
と

い
う
旧
約
聖
書
の
イ
ザ
ヤ
書
の
一
説
が

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
法
人

「
至
泉
会
」
の
「
至
」
の
字
に
は
、
も
の

ご
と
の
根
源
に
至
る
、
と
い
う
意
味
が

あ
り
、
「
泉
」
に
つ
い
て
は
、
汲
め
ど
も

尽
き
な
い
豊
か
な
水
が
い
つ
も
湧
き
出

て
い
る
園
（
そ
の
）
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
湧
き
出
ず
る
泉

の
ご
と
く
福
祉
の
心
が
絶
え
な
い
法
人

で
あ
り
た
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

理
事
長
挨
拶

社
会
福
祉
法
人
至
泉
会

　
　
　

理
事
長　

森　
　

三
郎

の
変
化
と
医
療
・
教
育
・
労
働
等
近
接

領
域
の
変
化
に
よ
り
、
新
た
な
役
割
を

担
う
必
要
が
生
じ
ま
す
。
至
泉
会
で
は

昭
和
五
十
八
年
精
陽
学
園
開
設
と
同
時

に
短
期
入
所
事
業
、
地
域
サ
ー
ビ
ス
事

業
を
立
ち
上
げ
、
平
成
十
四
年
に
は
、

ソ
ー
レ
平
塚
に
お
い
て
重
症
心
身
障
害

児
者
通
園
事
業
（
療
育
園
）
を
全
国
に

先
駆
け
て
開
設
し
ま
し
た
。
国
の
理
解

を
得
る
の
に
か
な
り
労
力
を
使
い
ま
し

た
。

　

施
設
は
利
用
者
が
充
実
し
た
毎
日
を

過
ご
せ
る
よ
う
個
別
処
遇
の
充
実
は
も

と
よ
り
、
日
課
の
点
検
、
生
活
上
の
創

意
工
夫
を
常
時
重
ね
る
事
が
大
切
と
考

え
て
い
ま
す
。
足
元
の
充
実
と
施
設
の

社
会
的
役
割
へ
の
関
心
の
複
眼
が
何
よ

り
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
年
は
社
会
福
祉
法
人
至
泉
会
を
立

ち
上
げ
て
三
十
五
年
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
間
、
法
人
の
役
職
員
は
じ
め
神

奈
川
県
、
秦
野
市
、
平
塚
市
、
伊
勢
原

市
等
の
行
政
機
関
、
各
施
設
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
な
ど
、
大
勢
の
方
々

の
ご
協
力
と
ご
支
援
に
よ
り
、
大
過
な

く
施
設
運
営
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
五
施
設
で
そ
れ
ぞ
れ
情
報

誌
を
発
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ

の
度
法
人
全
体
の
活
動
を
ご
理
解
い
た

だ
く
た
め
、
年
に
一
回
は
合
同
で
発
行

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
が

第
一
号
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
名

称
は
「
し
せ
ん
」
と
し
ま
し
た
。
是
非

ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど
お
聞
か
せ
下
さ

い
。

　

福
祉
施
設
は
、
そ
れ
ぞ
れ
創
設
時
の

社
会
的
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
て
開
設
し
ま
し

た
が
、
時
の
経
過
に
よ
り
地
域
ニ
ー
ズ

しせん



　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！　

今
年

度
、
社
会
福
祉
法
人
至
泉
会
に
入
職
し

た
新
人
職
員
は
十
九
名
（
七
月
一
日
現

在
）
で
す
。

　

新
人
職
員
十
九
名
の
職
種
は
、
児
童

指
導
員
、
保
育
士
、
生
活
支
援
員
、
看

護
師
、
理
学
療
法
士
、
臨
床
発
達
心
理

士
、
園
長
等
と
多
職
種
に
亘
っ
て
い
ま

す
。
年
齢
も
、
初
め
て
就
職
す
る
二
十

歳
代
か
ら
経
験
を
積
ん
で
き
た
六
十
歳

代
ま
で
と
幅
広
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
雇
用
形
態
は
常
勤
・
準
職
員
・
パ

ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
と
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

　

新
人
職
員
一
同
、
法
人
か
ら
温
か
く

迎
え
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

で
年
齢
や
経
験
、
雇
用
形
態
の
違
い
は

あ
れ
、
緒
先
輩
職
員
等
の
指
導
の
下
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気
持
ち
を
大
切
に
し
な

が
ら
日
々
元
気
に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
す
こ
や
か
園
の
藤
原
が
新
人
職

員
を
代
表
し
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
！

◇
ソ
ー
レ
平
塚

　
　

酒
井　

紀
江　

看
護
師

　
　

南
里　

慎
平　

生
活
支
援
員

　
　

土
屋　
　

香　

生
活
支
援
員

　
　

橘
川　

紀
子　

生
活
支
援
員

　
　

加
藤　

好
子　

生
活
支
援
員

◇
ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

向
井
め
ぐ
み　

生
活
支
援
員

　
　

大
西　

未
紗　

理
学
療
法
士

◇
す
こ
や
か
園

　
　

藤
原　

雄
三　

園
長

　
　

黒
部
な
つ
み　

保
育
士

　
　

小
川　

哲
生　

支
援
員

　
　

林　
　

朋
子　

臨
床
発
達
心
理
士

　
　
　
　
　
　
　

新
採
用
職
員
十
九
名

　
　
　
　
　
　
　
　

（
七
月
一
日
現
在
）

　

今
年
度
新
た
に
採
用
し
た
職
員
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
新
卒
者
、
経
験
者

と
経
歴
は
様
々
で
す
が
、
法
人
が
関
わ

る
す
べ
て
の
利
用
児
・
者
、
ご
家
族
の

皆
様
方
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◇
あ
け
ぼ
の
園

　
　

五
十
井　

薫　

児
童
指
導
員

　
　

北
村　

依
世　

児
童
指
導
員

◇
精
陽
学
園

　
　

岩
崎　

風
子　

保
育
士

　
　

山
本　

大
貴　

保
育
士

　
　

石
隈　

裕
哉　

児
童
指
導
員

　
　

佐
々
木
美
穂　

保
育
士

　
　

田
澤　

有
希　

介
助
員

　
　

久
保　

礼
奈　

保
育
士

平
成
二
十
六
年
度　

新
採
用
職
員
紹
介

新
職
員
挨
拶

　

す
こ
や
か
園

　
　
　
　

園
長　

藤
原　

雄
三

すこやか園

園長　藤原雄三



曜日：月～金

時間：１０：００～１４：００

定員：３０名

対象：３・４・５歳の就学前の幼児

80 センチの由来
こどもたちが毎日見ている風景の

目線の高さが約８０センチと言わ

れています。

〒259-1302

あけぼの園
80センチ 81 号

http://www.sisenkai.com
秦野市菩提 507-1　　0463(75)1601

児童発達支援センター

あけぼの園の目的
食事、排泄、身じたく、着替えなど基本的な生活

習慣が身に付くよう、また歩行、集団の力を通し

て待つこと、物を見続けること、相手に合わせる

こと、発語能力を引き出すことを目指します。

あけぼの園って・・・
ことばや身体の発達に遅れや心配のある子どもた

ちのすこやかな育ちを応援、支援する施設です。

また、ご家庭に対してはお子さんの日常生活の様

子や療育での様子を踏まえ、具体的な関わり、工

夫などについて話し合います。

・保育参加

・夕涼み会

・運動会

・クリスマス会

・卒園式　　　　等

主な行事

・日中一時支援事業

　（幼児・小学校低学年対象）

・障害児相談支援事業

・特定相談支援事業

その他の事業

10:00　朝の会

お帰り14:00

13:00　運動・学習

12:00　食事

11:00　歩行10:45　集会

10:30　リズム

あけぼの園
の
1日

あけぼの園
の
1日

リーダー職員の動作を見る事・

話を聞く事・順番を待つ事を通

して、きちんと座っていられる

ようにします。

菩提の素晴らしい自然の中を

たくさん歩きます。

歩くことで相手に合わせる力

など、たくさんの力を身に付

けていきます。

みんなで手を繋ぎ

リズムに合わせて身体

を動かします。

集団の力を通して、相

手に合わせる事や模倣

する力を引き出します。

1日のはじまりです。身支度を済ませて、

クラスのみんなで朝の会。

歌を歌ったり元気に気持ち良くあいさつ！

よく噛み、きちんと飲み

込む事を基本にしながら、

何でも良く食べられるよ

うにします。

食事指導は生活全般にわ

たる問題行動の改善や、

ことばの獲得の基礎にな

ります。

手先を使ったり、耳や目、

身体全体を使う様々な運動

や学習に取り組みます。

理解する力・手をコントロ

ールする力・持続する力が

身に付きます。

帰りの支度をしておかえりの歌とあいさつ！
職員に見送られ、あけぼの園のバスに乗って
帰ります。



る
思
春
期
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
達
の
そ
の
中
に
、
可
塑
性
を

信
じ
、
見
守
り
、
支
援
す
る
私
達
が
い

ま
す
。

　

そ
し
て
子
ど
も
達
と
精
陽
学
園
の
周

り
に
は
、
支
え
て
下
さ
る
沢
山
の
人
が

い
ま
す
。
地
域
、
学
校
、
病
院
、
児
童

相
談
所
。
沢
山
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
が

子
ど
も
達
と
精
陽
学
園
に
注
が
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
何
よ

り
大
き
な
存
在
は
、
保
護
者
の
方
々
。

子
ど
も
達
が
一
番
良
い
表
情
に
な
れ
る

の
は
、
や
っ
ぱ
り
家
族
と
一
緒
の
時
。

　

十
二
年
働
い
て
、
深
く
感
じ
て
い
ま

す
。

　

い
つ
も
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

　

沢
山
の
人
達
に
支
え
ら
れ
て
、
子
ど

も
達
は
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
日

常
の
中
で
色
々
な
こ
と
を
学
び
、
経
験

し
、
大
人
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
こ
れ
か
ら
も
き
っ
と
変
わ
ら

な
い
精
陽
学
園
の
「
日
常
」
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。

明
日
も
き
っ
と
戦
場
で
す
。

子
ど
も
達
は
み
ん
な
、
笑
顔
で
す
。

冊
一
冊
書
き
、
精
陽
学
園
の
一
日
は
終

わ
り
ま
す
。

…

い
や
、
正
確
に
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。

小
さ
い
子
の
お
部
屋
か
ら
泣
き
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。

　

高
校
生
や
中
学
生
が
、
職
員
室
に
集

ま
っ
て
き
ま
す
。

　

「
ち
ょ
っ
と
話
し
て
も
良
い
？
」

　
　
　
　
　
　
　

＊

　

精
陽
学
園
は
、
約
五
十
名
の
子
ど
も

達
が
生
活
す
る
入
所
施
設
で
す
。
子
ど

も
を
持
つ
ど
の
家
庭
で
も
行
わ
れ
る

「
日
常
」
は
、
も
ち
ろ
ん
精
陽
学
園
に

も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
学
園
の
様
子
を

ほ
ん
の
少
し
、
紹
介
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

　

私
は
精
陽
学
園
の
職
員
と
し
て
十
二

年
働
い
て
き
ま
し
た
。
私
が
新
人
職
員

だ
っ
た
時
に
小
学
校
一
年
生
だ
っ
た
子

が
、
今
年
の
三
月
に
高
校
を
卒
業
し
ま

し
た
。

　

泣
き
虫
だ
っ
た
子
が
凛
々
し
く
な
り

ま
し
た
。
わ
が
ま
ま
だ
っ
た
子
が
、
思

い
や
り
の
あ
る
人
に
な
り
ま
し
た
。
抱

っ
こ
さ
れ
て
い
た
子
が
、
今
で
は
小
さ

い
子
を
抱
っ
こ
す
る
側
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

沢
山
の
出
会
い
と
経
験
の
中
で
、
一

人
ひ
と
り
の
子
ど
も
達
が
、
幼
児
期
・

児
童
期
を
過
ご
し
、
そ
し
て
巣
立
っ
て

い
き
ま
す
。
憂
鬱
な
反
抗
期
や
葛
藤
す

荒
れ
果
て
た
棟
内
の
片
付
け
に
取
り
掛

か
っ
て
、
や
っ
と
緊
張
感
か
ら
解
放
さ

れ
ま
す
。

　

朝
の
喧
騒
が
嘘
の
よ
う
に
静
か
に
な

っ
た
園
内
で
、
幼
児
さ
ん
と
成
人
さ
ん

の
デ
イ
ケ
ア
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
が
精
陽
学
園
の
毎
朝
の
光
景
で

す
。

　

必
死
な
職
員
と
は
対
照
的
に
、
子
ど

も
達
は
嬉
し
そ
う
に
学
校
に
行
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

　

午
後
の
十
四
時
半
に
な
る
と
、
子
ど

も
達
が
帰
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
黄
色
い
リ
ュ
ッ
ク
の
二
人
組
。

帰
っ
て
来
る
な
り
、
玄
関
で
大
の
字
。

「
靴
を
脱
い
で
」
の
声
は
届
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
、
養
護
学
校
の
約
二
十
名
。

続
け
て
小
学
生
、
中
学
生
。
充
実
感
と

満
足
感
を
鞄
に
詰
め
込
み
、
子
ど
も
達

は
下
校
し
て
き
ま
す
。

　

一
番
遅
い
の
は
、
高
校
で
部
活
動
を

す
る
女
の
子
。
子
ど
も
達
が
パ
ジ
ャ
マ

に
着
替
え
終
え
る
頃
、
学
園
の
電
話
が

鳴
り
ま
す
。
「
今
バ
ス
停
に
着
い
た
か

ら
。
」

　

夜
の
二
十
時
。
近
く
の
バ
ス
停
で
待

付
け
、
そ
れ
が
終
わ
っ
た
ら
、
明
日
の

ち
合
わ
せ
。
帰
っ
て
き
て
、
一
緒
に
ご

飯
を
食
べ
、
今
日
一
日
の
話
を
し
ま
す
。

　

食
堂
の
片
付
け
、
子
ど
も
達
の
寝
か

し
付
け
、
そ
れ
が
終
わ
っ
た
ら
、
明
日

の
学
校
の
準
備
。
学
校
の
連
絡
帳
を
一

「
い
っ
て
き
ま
す
！
」

　

一
番
は
小
田
原
ま
で
通
う
高
校
生
。

朝
の
七
時
半
に
玄
関
を
出
て
い
き
ま
す
。

次
に
飛
び
出
し
て
い
く
の
は
、
小
学
校

に
通
う
子
ど
も
達
。
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
っ
て
、
意
気
揚
々
と
出
発
で
す
。
そ

の
頃
園
内
は
ま
さ
し
く
戦
場
。
怒
涛
の

忙
し
さ
。
高
校
生
が
ス
マ
ホ
片
手
に
車

に
乗
り
込
み
、
中
学
生
は
お
弁
当
を
鞄

に
詰
め
込
ん
で
い
ま
す
。
黄
色
い
リ
ュ

ッ
ク
に
黄
色
い
帽
子
は
幼
稚
園
の
二
人

組
。
準
備
を
終
え
て
靴
を
履
き
か
え
ま

す
。

　

最
後
は
養
護
学
校
に
通
う
子
ど
も
達
。

約
二
十
名
が
続
々
と
玄
関
に
集
ま
っ
て

き
ま
す
。

　

「
○
○
く
ん
、
歯
磨
き
し
て
な
い
よ

！
」

　

「
鞄
忘
れ
て
い
る
よ
～
！
」

　

「
靴
を
履
き
替
え
な
さ
～
い
！
」

…

毎
日
が
大
騒
ぎ
で
す
。

朝
の
九
時
。
養
護
学
校
に
向
か
う
ワ
ゴ

ン
車
を
見
送
り
、
朝
の
業
務
が
終
わ
り

ま
す
。

　

夜
勤
者
は
、
業
務
を
終
え
た
疲
労
感

と
、
無
事
に
学
校
に
送
り
出
せ
た
安
堵

感
の
中
で
「
ふ
ぅ
～
」
っ
と
息
を
吐
き
、

精
陽
学
園

『
み
ん
な
げ
ん
き
』

生
活
課
主
任　

峯
本　

敦
史



り
、
そ
の
後
小
田
原
城
を
目
指
し
、
い

ざ
出
発
。
城
址
公
園
内
の
石
垣
に
は
た

く
さ
ん
の
紫
陽
花
が
咲
き
乱
れ
、
そ
れ

を
見
つ
め
て
皆
で
う
っ
と
り
眼
。
と
て

も
綺
麗
で
、
ほ
っ
こ
り
気
分
に
な
っ
た

の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

帰
り
の
電
車
内
、
ふ
と
利
用
者
が
「

電
車
の
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
っ
て
音
い
い
ね

！
」
と
、
ポ
ツ
リ
一
言
。
普
段
な
か
な

か
電
車
に
乗
る
機
会
の
な
い
利
用
者
だ

か
ら
こ
そ
感
じ
た
素
直
で
素
朴
な
感
想

だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
電
車
で
の

移
動
が
当
た
り
前
の
私
に
と
っ
て
は
と

て
も
新
鮮
で
印
象
に
残
る
言
葉
で
し
た
。

　

今
後
も
利
用
者
の
思
い
出
の
一
つ
と

な
る
よ
う
な
日
帰
り
外
出
を
計
画
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

外
に
出
る
こ
と
、
そ
れ
は
未
知
な
る

ワ
ク
ワ
ク
と
感
動
の
世
界
。
さ
あ
、
大

冒
険
の
旅
へ
。

ン
）
。
ま
た
「
み
ん
な
と
一
緒
に
お
酒

を
楽
し
み
た
い
」
と
い
う
居
住
者
の
声

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
毎
月
一
回
夜
に

『
ジ
ャ
ズ
バ
ー
ア
モ
ー
レ
』
と
し
て
ジ
ャ

ズ
を
聴
き
な
が
ら
ア
ル
コ
ー
ル
と
お
つ

ま
み
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
長
年
楽
し
い
憩
い

の
場
と
し
て
『
喫
茶
ア
モ
ー
レ
』
が
み

な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
た
の
も
、
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
の

お
陰
で
す
。
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　

施
設
生
活
の
中
に
も
気
持
ち
を
豊
か

に
し
て
く
れ
る
場
を
大
切
に
し
、
こ
れ

か
ら
も
喫
茶
ア
モ
ー
レ
で
み
な
さ
ん
が

笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
、
最
高
の
コ
ー
ヒ

ー
で
「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
お
近
く
に
お
寄
り

の
際
に
は
是
非
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

　

地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
・
療
育
園
・
相
談
の
三
部
門
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
年
に
一
回
、
日

帰
り
外
出
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用

者
の
希
望
を
聞
き
な
が
ら
、
行
く
場
所

を
決
め
て
い
ま
す
。
希
望
は
様
々
で
「

美
味
し
い
物
が
食
べ
た
い
」、
「
映
画
を

観
た
い
」、
「
電
車
に
乗
り
た
い
」、
「
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
し
た
い
」、
「
動
物
、
魚

が
見
た
い
」
等
、
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

そ
の
中
か
ら
今
回
は
電
車
で
の
外
出
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
梅
雨
の
中

休
み
、
紫
陽
花
が
沿
線
を
彩
る
こ
ろ
、

一
路
小
田
原
を
目
指
し
、
賑
や
か
な
ご

一
行
様
は
伊
勢
原
駅
か
ら
小
田
急
線
に

乗
り
、
ま
さ
し
く
「
電
車
で
ゴ
ー
！
」

を
体
験
。
道
中
で
は
、
風
景
を
見
た
り
、

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
と
、
様
々
な
話

題
で
盛
り
上
が
り
車
内
に
も
色
と
り
ど

り
の
花
が
咲
き
乱
れ
？
ま
し
た
。
そ
う

こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
小
田
原
駅
に
到

着
。
駅
ビ
ル
の
ラ
ス
カ
に
て
昼
食
を
と

『
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
は
大
冒
険
』

　

ソ
ー
レ
平
塚
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
あ

る
大
き
な
壁
画
『
季
の
香
り
』
。
ま
ず

壁
画
の
大
き
さ
に
魅
了
さ
れ
、
ソ
ー
レ

カ
ラ
ー
の
桜
に
集
う
優
美
な
人
々
の
絵

に
気
持
ち
が
豊
か
に
な
り
ま
す
。

こ
の
場
所
で
み
な
さ
ん
が
自
由
に
過
ご

せ
る
場
所
と
し
て
、
『
喫
茶
ア
モ
ー
レ
』

が
オ
ー
プ
ン
し
て
十
五
年
が
経
ち
ま
す
。

　

イ
タ
リ
ア
語
で
『
愛
』
と
い
う
意
味

の
『
ア
モ
ー
レ
』
。
そ
の
名
の
通
り
「

愛
情
を
込
め
た
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を

み
な
さ
ん
に
召
し
上
が
っ
て
ほ
し
い
」

と
一
杯
一
杯
ド
リ
ッ
プ
し
た
コ
ー
ヒ
ー

を
提
供
し
、
多
く
の
方
々
に
好
評
を
頂

い
て
お
り
ま
す
（
毎
週
水
曜
日
オ
ー
プ

ソ
ー
レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

ソ
ー
レ
平
塚

『
ア
・
モ
ー
レ
』

地
域
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　

向
井
め
ぐ
み

生
活
支
援
課　

笹
川　

裕
子



すこやか園
今回は事業説明だよ！

神奈川県伊勢原市桜台 4-5-20
TEL:0463-93-6914  FAX:0463-94-3846

モットー『地域の人々と心が通い、地域の人々と共に成長する施設』
伊勢原市より、すこやか園の運営委託を受けて、今年で 10 周年！

障がいのあるお子さんの放課後支援を行
っています。
現在 15 名のお子さんが在籍しています。

福祉サービスについての情報提供と利
用のための調整をおこないます。
ご本人やご家族の思いをうかがい、希
望する生活に向けて、一緒に考え話し
合っていきます。
それをもとにサービス等利用計画を作
成し、サービスを利用する上での方向
性について関係機関と共有を図り、連
携します。

発達の遅れや心配のある、就学前まで
のお子さんと保護者が一緒に登園して
いただく母子療育です。グループ・個
別療育を行っています。
現在、83 名のお子さんが通っています。

伊勢原市内にお住いの障がいをお持ち
の方が通所されています。
主に「入浴」「送迎」「創作的活動・リ
ハビリテーション」のサービスを柱と
して現在 21 名の方が通っています。

8月の夏まつりに向けて、プラス
チックトレイを使ったモザイクア
ートに挑戦中！ 
どんなものになるのかお楽しみに☆

　　～ひなたぼっこの由来～
陽だまりの温かさを楽しみ、くつろ
ぐ“ひなたぼっこ”の名のとおり、
一人ひとりがリラックスした時間を
過ごせるよう願いをこめました。

毎年行われているふれあい福祉まつりは、
12 月 6 日（土）10:00 ～ 14:00 に開催！
昨年度は、話題のクルリンも登場！
皆さんもぜひ来て下さい☆
ホームページも秋のリニューアルに向けて
奮闘中！！乞うご期待☆　

保育所等訪問事業保育所等訪問事業
集団生活を送る上で支援が必要なお子
さんに対して、スタッフが幼稚園や保
育園等に訪問する事業です。

※現在は休止中です。

お知らせ

ひなたぼっこひなたぼっこ生活支援センター生活支援センター

地域活動支援センター地域活動支援センター 児童発達支援事業児童発達支援事業

6月の作品５月の作品



(単位:円) (単位:円)

児童福祉事業収入 163,488,257 児童福祉事業収益 163,488,257
障害福祉サービス等事業収入 705,026,039 障害福祉サービス等事業収益 705,026,039
借入金利息補助金収入 1,644,500 経常経費寄附金収益 1,070,561
経常経費寄附金収入 1,070,561 その他の収益 4,664,700
受取利息配当金収入 92,756 サービス活動収益計(1) 874,249,557
その他の収入 11,591,564 人件費 689,040,434

事業活動収入計(1) 882,913,677 事業費 100,007,894
人件費支出 643,477,014 事務費 115,100,533
事業費支出 100,007,894 減価償却費 43,683,592
事務費支出 115,100,533 国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 35,269,737
支払利息支出 1,644,500 国庫補助金等特別積立金積立額 13,725,000
その他の支出 5,471,790 その他の費用 0

事業活動支出計(2) 865,701,731 サービス活動費用計(2) 926,287,716
17,211,946 △ 52,038,159

施設整備等補助金収入 13,725,000 借入金利息補助金収益 1,644,500
施設整備等寄附金収入 500,000 受取利息配当金収益 92,756

その他のサービス活動外収益 6,926,864
サービス活動外収益計(4) 8,664,120

施設整備等収入計(4) 14,225,000 支払利息 1,644,500
設備資金借入金元金償還支出 14,800,000 その他のサービス活動外費用 5,471,790
固定資産取得支出 6,430,070 サービス活動外費用計(5) 7,116,290
固定資産除却･廃棄支出 94,000 1,547,830

経常増減差額(7)=(3)+(6) △ 50,490,329
施設整備等支出計(5) 21,324,070 施設整備等補助金収益 13,725,000

△ 7,099,070 施設整備等寄附金収益 500,000
積立資産取崩収入 10,435,080 その他の特別収益 146,367,410

特別収益計(8) 160,592,410
基本金組入額 500,000

その他の活動収入計(7) 10,435,080 固定資産売却損･処分損 1,321,069
積立資産支出 20,282,500 国庫補助金等特別積立金取崩額(除却等) △ 15,655

国庫補助金等特別積立金積立額 0
その他の特別損失 292,862,043

特別費用計(9) 294,667,457
その他の活動支出計(8) 20,282,500 △ 134,075,047

△ 9,847,420 当期活動増減差額(11)=(7)+(10) △ 184,565,376
予備費支出(10) 478,206,646

293,641,270
265,456

前期末支払資金残高(12) 220,253,293 11,900,000
当期末支払資金残高(11)+(12) 220,518,749 281,741,270

(単位:円)

流動資産 267,889,160 流動負債 109,786,411
現金預金 147,755,458 事業未払金 22,141,463
事業未収金 104,889,059 １年以内返済予定設備資金借入金 14,800,000
未収金 105,438 未払費用 25,182,991
未収補助金 8,765,410 預り金 43,757
立替金 5,682,049 職員預り金 2,200
前払金 507,339 賞与引当金 47,616,000
前払費用 106,000
仮払金 31,907
その他の流動資産 46,500

固定資産 1,254,675,875 固定負債 106,598,500
 基本財産 773,567,718 設備資金借入金 46,400,000

土地 52,510,368 退職給付引当金 60,198,500
建物 721,057,350 216,384,911

 その他の固定資産 481,108,157
土地 3,000,000 基本金 54,326,550
建物 3,296,604 第１号基本金 21,593,550
建物附属設備 207,790 第２号基本金 32,733,000
構築物 5,245,976 国庫補助金等特別積立金 596,201,304
機械及び装置 182,043 その他の積立金 373,911,000
車輌運搬具 7,109,457 人件費積立金(措置) 13,000,000
器具及び備品 25,256,042 施設・設備整備積立金(措置) 88,711,000
権利 2,037,746 人件費積立金 56,400,000
ソフトウェア 558,459 施設・設備整備積立金Ａ 151,800,000
退職給付引当資産 60,198,500 施設・設備整備積立金Ｂ 28,000,000
人件費積立資産(措置) 13,000,000 移行時特別積立金 36,000,000
施設・設備整備積立資産（措置） 88,711,000 次期繰越活動増減差額 281,741,270
人件費積立資産 56,400,000 (うち当期活動増減差額) △ 184,565,376
施設・設備整備積立資産Ａ 151,800,000
施設・設備整備積立資産Ｂ 28,000,000
移行時特別積立資産 36,000,000
リサイクル預託金 104,540 1,306,180,124

1,522,565,035 1,522,565,035

負債の部資産の部

貸借対照表
平成26年 3月31日現在

負債の部合計

資産の部合計 負債及び純資産の部合計

当年度末 当年度末

純資産の部

純資産の部合計

事業活動計算書資金収支計算書
(自)平成25年 4月 1日(至)平成26年 3月31日(自)平成25年 4月 1日(至)平成26年 3月31日

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10)

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

支
出

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

勘定科目 決算(B)

収
入

支
出

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)

収
入

支
出

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)

次期繰越活動増減差額(17)=(13)+(14)+(15)-(16)

―
当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12)

その他の積立金取崩額(15)
その他の積立金積立額(16)

収
益

収
益

サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)

サ

ビ

ス

活

動

外

増

減

の

部

繰

越

活

動

増

減

差

額

の

部

特別増減差額(10)=(8)-(9)

前期繰越活動増減差額(12)

基本金取崩額(14)

特
別
増
減
の
部

費
用

費
用

勘定科目 当年度決算(A)

サ

ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
益

費
用

平
成
二
十
五
年
度　

社
会
福
祉
法
人 

至
泉
会
決
算
報
告



編
集
後
記

　

当
法
人
は
、
あ
け
ぼ
の
園
・
精
陽
学

園
・
ソ
ー
レ
平
塚
・
ソ
ー
レ
平
塚
地
域

支
援
セ
ン
タ
ー
・
す
こ
や
か
園
と
五
つ

の
施
設
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
は
、
施
設

ご
と
に
機
関
紙
を
発
行
し
て
い
ま
し
た

が
、
近
年
、
社
会
福
祉
法
人
の
運
営
に

つ
い
て
も
っ
と
社
会
に
開
か
れ
た
も
の

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え

が
広
く
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
い
さ
さ
か
大
げ
さ

で
は
あ
り
ま
す
が
そ
の
ひ
と
つ
の
方
法

と
し
て
、
今
回
、
初
め
て
法
人
の
機
関

紙
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

今
号
は
、
第
一
号
と
い
う
こ
と
で
各

施
設
の
紹
介
を
メ
ー
ン
に
し
て
、
他
に

新
採
用
職
員
の
紹
介
と
昨
年
度
の
事
業

報
告
と
決
算
報
告
を
掲
載
し
ま
し
た
。

何
分
に
も
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
読

み
づ
ら
い
と
こ
ろ
も
多
々
あ
っ
た
か
と

思
い
ま
す
が
、
法
人
の
概
要
が
少
し
で

も
伝
わ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

当
紙
は
今
後
年
一
回
、
発
行
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
各
施
設
の
機
関
紙
も

こ
れ
ま
で
ど
お
り
発
行
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
併
せ
て
お
読
み
い
た
だ
き
、
当

法
人
な
ら
び
み
各
施
設
の
現
状
等
を
ご

理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

編
集
委
員
一
同

て
は
、
ソ
ー
レ
平
塚
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
と
す
こ
や
か
園
に
お
い
て
は
、
常
勤

職
員
ま
た
は
補
助
員
（
兼
務
）
を
増
員

し
て
配
置
し
た
た
め
、
前
年
度
も
し
く

は
当
初
の
見
込
み
よ
り
多
く
な
っ
て
お

り
、
職
員
を
増
員
し
た
効
果
が
出
て
い

ま
す
（
な
お
、
す
こ
や
か
園
は
、
平
成

二
十
六
年
度
ま
で
指
定
管
理
制
度
に
よ

る
運
営
委
託
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

十
二
月
に
再
度
平
成
二
十
七
年
度
か
ら

五
年
間
の
運
営
委
託
が
決
ま
り
、
長
期

的
な
事
業
展
開
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
）
。
あ
け
ぼ
の
園
に
お
い

て
は
、
相
談
員
が
療
育
と
兼
務
し
て
い

る
た
め
伊
勢
原
市
の
ケ
ー
ス
の
み
実
施

す
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

当
法
人
で
は
、
法
人
の
基
本
理
念
を

念
頭
に
利
用
児
者
の
安
心
と
安
全
を
守

り
、
療
育
や
支
援
等
の
各
種
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
き
ま

し
た
が
、
七
月
に
ソ
ー
レ
平
塚
に
お
い

て
、
食
事
中
に
入
居
者
が
食
べ
物
を
誤

嚥
し
、
約
三
ヵ
月
後
に
お
亡
く
な
り
に

な
る
と
い
う
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
再
発
防
止
に
向
け
て
、
食
形
態

の
見
直
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
導
入
し
見

守
り
体
制
を
強
化
、
食
事
時
間
中
の
職

員
の
動
き
の
見
直
し
、
誤
嚥
時
に
対
応

す
る
た
め
の
物
品
の
購
入
を
図
り
ま
し

た
。　

　

会
計
処
理
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
よ

り
新
会
計
基
準
を
導
入
し
ま
し
た
。
八

木
時
雄
税
理
士
事
務
所
の
会
計
指
導
を

受
け
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
会
計
処
理

上
の
変
更
点
が
実
態
に
即
し
て
い
な
い

こ
と
や
移
行
に
よ
り
会
計
ソ
フ
ト
が
変

更
に
な
っ
た
た
め
、
事
務
員
の
仕
事
が

煩
雑
に
な
り
苦
慮
し
て
い
ま
す
が
、
昨

今
、
社
会
福
祉
法
人
の
あ
り
方
に
つ
い

て
様
々
な
意
見
が
あ
り
、
経
営
の
透
明

性
を
保
つ
た
め
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
当
法
人
は
、
利
用
児
・
者

へ
の
療
育
及
び
支
援
に
つ
い
て
一
人
ひ

と
り
に
向
き
合
い
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
も

積
極
的
に
受
け
止
め
、
当
法
人
を
利
用

さ
れ
る
利
用
児
・
者
、
ご
家
族
が
幸
せ

に
な
れ
る
よ
う
心
が
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

運
営
面
に
つ
い
て
は
、
通
所
施
設

（
あ
け
ぼ
の
園
、
す
こ
や
か
園
、
ソ
ー

レ
平
塚
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）
は
、
出

席
（
通
所
）
率
を
い
か
に
上
げ
る
か
、

ま
た
入
所
施
設
（
精
陽
学
園
と
ソ
ー
レ

平
塚
）
は
入
所
定
員
の
確
保
を
い
か
に

し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
を
目
標
に

運
営
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
各
施
設
と

も
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
中
で

も
精
陽
学
園
は
、
定
員
が
な
か
な
か
埋

ま
ら
ず
い
か
に
定
員
を
満
床
に
す
る
か

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
職
員
採
用
に
お
い
て
は
、
退

職
し
た
職
員
の
補
充
が
難
し
い
状
況
が

続
き
、
新
年
度
に
な
っ
て
か
ら
も
欠
員

（
保
育
士
、
児
童
指
導
員
、
生
活
支
援

員
、
看
護
師
、
理
学
療
法
士
）
の
補
充

が
で
き
な
い
状
態
が
す
こ
や
か
園
以
外

の
施
設
で
続
き
ま
し
た
。
た
だ
、
保
育

士
、
児
童
指
導
員
、
生
活
支
援
員
の
補

充
は
、
様
々
な
広
告
媒
体
を
活
用
し
、

年
度
途
中
で
何
と
か
補
充
で
き
ま
し
た

が
看
護
師
と
理
学
療
法
士
に
つ
い
て
は
、

年
度
内
で
補
充
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

計
画
相
談
支
援
の
実
施
状
況
に
つ
い

平
成
二
十
五
年
度　

社
会
福
祉
法
人
至
泉
会
事
業
報
告


